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・段ボールの回収率は９５％以上、古紙利用率は９０％以上となっている。
・日頃から使用されている段ボールは、すべてオーダーメード（箱形式、寸法、強度設計など）で作られている。
・段ボールは英国で１８５６年に生まれ（１６８年前）、主にシルクハットの汗取り用として使用されていた。
日本では１９０９年に（約１１５年前）今の段ボール製造に成功し、わが国の段ボール産業が産声をあげた。

段ボール古紙回収率は？

暮らしを支える段ボール
の歴史は？

段ボールはすべてオーダー
メードで作られている！

出典「全国段ボール工業組合連合会」



「ぴったりサイズ」の箱で梱包させたい

「ぴったりサイズ」の箱で梱包することで段ボールの使用面
積が減り、また商品が箱の中で動かないように使っていた
緩衝材を減らすことが出来、包装資材を減らすことで環境
的にも有効である。

単身世帯や共働き世帯の増加、高齢化などの社会
変化に伴い、「インターネット通販」にて商品を購入
するというニーズが高まっています。

今までは、段ボールメーカーより何種類かの段ボー
ル箱を購入し、その箱に商品を入れて梱包していた
為、どうしても「ぴったりサイズ」の箱での梱包は出
来なかったが、梱包する現場でその都度箱を作るこ
とにより、「ぴったりサイズ」の箱での梱包が可能と
なり、包装資材削減、包装容積が減る事により輸送
費の削減を図ることが出来る為、環境低減にも貢献
できると考える。

「ぴったりサイズ」の箱で家に届くため、段ボール回収日まで保
管しておく段ボールの量が減り、保管スペースの削減となる。
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「ぴったりサイズ」で梱包することが出来れば、梱包サイズが小さ
くなる為、輸送効率を上げることが出来るため、2024年の物
流問題の解決策のひとつになれるのでは？と考えます。



生活に「環境」にやさしい選択を

お祭りなどで使用されるイベントクーラーを耐水段ボール
で作ってみました。リサイクル可能な素材で設計している為、
通常の段ボール回収へ出すことが可能な為、環境配慮仕様
となっている。

お祭りなどで使用されるイベントクーラーは通常リ
ターナブル容器が使用されている。ただ冬場の需要
が少ないので保管場所で苦慮している。

そこでお客様からワンウェイで使用できるイベント
クーラーの開発依頼があり対応。
リサイクルできる素材として耐水段ボールを使用し、
イベント終了後一般段ボールとしての古紙回収に出
せることで環境配慮を実現。また、現地で容易に組
み立て可能な形状を設計し、持ち運びも便利。

現地で容易に組み立て可能な為、持ち運び及び保管に便利。
保管が必要な現状のイベントクーラーに比べ、輸送費及び保管
費の削減が図れる。
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業界に入ることの魅力・夢

段ボール事業を含めた幅広い事業を展開していたこと、また海外事業を推進していることを知り、グローバル
な面でも視野を広げた面白そうな仕事が出来そう！

段ボール事業は営業がいかに仕事を取ってくることが鍵で、責任ある仕事を任せられている！

人々の生活の基盤となる産業で、かつ持続可能な社会を目指している企業である点！

休日にスーパーに買い物に行き、自らが考えた段ボールが店頭に並んでいる姿を見ると、人々の生活を支えている仕事
が出来ているのかな？と誇らしく感じる！

学生時代にスーパーの品出し、物流センターで食品・飲料ケースのピッキングのアルバイトをしており、
様々な形状の段ボールに触れる機会が多くあり興味を抱いていた！

目立ちづらい業界ではあるものの説明会や選考に進む過程で、段ボールや紙が想像以上に世の中を支えていることが
解った！
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